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平成 18 年３月期   第３四半期財務・業績の概況（連結） 

平成 18 年 1 月 31 日 

 

上場会社名       （コード番号：2327 東証第１部） 

(URL http://www.ns-sol.co.jp) 

問合せ先 代表者役職 代表取締役社長 氏名 鈴木 繁 

       責任者役職 取締役総務部長 氏名 謝敷 宗敬 (TEL:(03)-5117-4111) 

 

１.四半期業績の概況の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無  ： 無 
 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無  ： 有 
(内容) 
固定資産の減損に係る会計基準及び同適用指針の適用 
 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無   ： 有 

（内容） 

・ 連結（新規） １社 

・ 持分法（除外） １社 

（注）１．平成 17 年４月１日付で、㈱エヌエスソリューションズ東京の新設分割により、ＮＳＳＬＣサービス㈱を 

設立し、当第１四半期より連結適用範囲としております。 

２．持分法適用の関連会社でありましたエヌエスアンドアイ・システムサービス㈱は、平成 17 年 12 月 28

日付の保有株式の譲渡に伴い、当第３四半期末の持分法適用範囲からは除外しております。 

 

２.平成 18 年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成 17 年４月１日～平成 17 年 12 月 31 日） 

（１）経営成績（連結）の進捗状況 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期(当期) 

純 利 益 

 

18 年３月期 第３四半期 

17 年３月期 第３四半期 

百万円  %

95,244     2.4

92,997   △0.1

百万円  %

6,661    9.2 

6,099    14.5

百万円  % 

6,888   10.5 

6,233   14.0 

    百万円   %

4,234     20.1

3,526     15.6

（参考）17 年３月期 146,526 11,710 11,790  6,620 

 

 1 株当たり四半期
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
1 株当たり四半期

（当期）純利益 

 

18 年３月期 第３四半期 

17 年３月期 第３四半期 

円  銭

79.89  

66.54 

円  銭

－ 

－ 

（参考）17 年３月期 124.52 － 

（注）  

１． 期中平均株式数 18 年３月期 第３四半期 52,998,445 株

 17 年３月期 第３四半期 52,998,697 株

 17 年３月期 52,998,649 株

２． 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期増減率 
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【経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等】 

 当第３四半期（平成 17 年４月１日～平成 17 年 12 月 31 日）につきましては、製造業・流通

業を中心に引合い・受注とも堅調な動きを見せました。また、組織的システム開発技術力強化

などの構造強化投資も当初予定通りに進めております。これらの結果、当第３四半期（平成 17
年４月１日～平成 17 年 12 月 31 日）の売上高は 95,244 百万円、経常利益は 6,888 百万円と前

年同期と比べ 2,247 百万円の増収、654 百万円の増益となりました。なお、特別利益には、持

分法適用の関連会社でありましたエヌエスアンドアイ・システムサービス㈱の株式譲渡に伴う

売却益 494 百万円が含まれております。 
 

(2)財政状態（連結）の変動状況（平成 17 年 12 月 31 日現在） 

 総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 
1 株当たり 

株 主 資 本 

 

18 年３月期 第３四半期 

17 年３月期 第３四半期 

百万円

91,472 

82,658 

百万円

57,357 

51,230 

 % 

62.7 

62.0 

円  銭

1,082.25 

  966.63 

（参考）17 年３月期 98,372 54,104 55.0 1,020.46 

（注） 期末発行済株式数（連結） 18 年３月期 第３四半期 52,998,370 株

 17 年３月期 第３四半期 52,998,517 株

 17 年３月期 52,998,477 株

 
 

【連結キャッシュ・フローの状況】（平成 17 年４月１日 ～ 平成 17 年 12 月 31 日） 

 営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による 
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高 

 

18 年３月期 第３四半期 

17 年３月期 第３四半期 

百万円

2,976 

4,128 

百万円

△195 

△12,536 

百万円 

△1,172 

 △973 

百万円

24,713 

18,138 

（参考）17 年３月期 9,187 △12,633  △973 23,098 

 
 

【財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等】 

当第３四半期末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末から 1,615 百万円増加し、

24,713 百万円になりました。各活動区分別には以下の通りでございます。 

営業活動によるキャッシュ・フローは 2,976 百万円になりました。主な内訳は、税金等調整前四半期

純利益 7,387 百万円、企業間信用の圧縮 9,811 百万円、たな卸資産の増加△8,945 百万円、法人税

等の支払△6,112 百万円、利息・配当金受取額 1,371 百万円等であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは△195百万円になりました。主な内訳は、有形・無形固定資産の

取得による支出△900 百万円、投資有価証券の売却収入 914 百万等であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは△1,172 百万円になりました。内訳は、配当金の支払等でありま

す。 
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３.平成 18 年３月期の連結業績予想（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 

売上高、経常利益については、当第３四半期の業績が概ね当初予想通り順調に推移していること

から、当初予想より変更はございません。当期純利益については、持分法適用の関連会社でありまし

たエヌエスアンドアイ・システムサービス㈱の株式譲渡に伴う利益を織り込んで、下表の通り、当初予想

の 6,700 百万円から 7,200 百万円に変更いたします。 

 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円

通 期 150,000 12,000 7,200 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 135 円 45 銭 

 

（参考）四半期個別業績等 
(1)個別経営成績（平成 17 年４月１日 ～ 平成 17 年 12 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期(当期) 

純 利 益 

 

18 年３月期 第３四半期 

17 年３月期 第３四半期 

百万円  %

85,264    2.4 

83,275  △0.3 

百万円  %

5,325     1.9

5,228    25.7

百万円  % 

5,640     3.4 

5,452   23.7 

百万円  %

4,058    27.0 

3,195   23.7 

（参考）17 年３月期 131,888 9,603 9,736    5,721    

 

 1 株当たり四半期
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
1 株当たり四半期

（当期）純利益 

 

18 年３月期 第３四半期 

17 年３月期 第３四半期 

円  銭

76.58 

60.30 

円  銭

－ 

－ 

（参考）17 年３月期 107.54 － 

（注）  

１． 期中平均株式数 18 年３月期 第３四半期 52,998,445 株

 17 年３月期 第３四半期 52,998,697 株

 17 年３月期 52,998,649 株

２． 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期増減率 

 

 

(2)個別財政状態（平成 17 年 12 月 31 日現在） 

 総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 
1 株当たり 

株 主 資 本 

 

18 年３月期 第３四半期 

17 年３月期 第３四半期 

百万円

85,654 

77,120 

百万円

51,650 

46,303 

 % 

60.3 

60.0 

円  銭

 974.56 

 873.67 

（参考）17 年３月期 91,466 48,607 53.1 916.74 

（注）①期末発行済株式数 18 年３月期 第３四半期 52,998,370 株

 17 年３月期 第３四半期 52,998,517 株

 17 年３月期 52,998,477 株

②期末自己株式数 18 年３月期 第３四半期 750 株

 17 年３月期 第３四半期 603 株

 17 年３月期 643 株
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(3)個別業績予想（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 

売上高、経常利益については、当第３四半期の業績が概ね当初予想通り順調に推移していること

から、当初予想より変更はございません。当期純利益については、持分法適用の関連会社でありまし

たエヌエスアンドアイ・システムサービス㈱の株式譲渡に伴う利益を織り込んで、下表の通り、当初予想

の 5,800 百万円から 6,700 百万円に変更いたします。 

 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円

通期 135,000 9,800 6,700 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 126 円 01 銭 

 
 

上記は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくものであります。実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 



４．第３四半期連結財務諸表
（1）第３四半期連結貸借対照表（要約）

注記 構成比 構成比 構成比 金額

番号 (％) (％) (％) (百万円)

11,465 12,371 11,477 893

6,673 12,342 11,621 721

18,186 20,803 37,265 △ 16,461

15,817 16,448 7,501 8,946

2,826 2,914 3,004 △ 89

712 594 480 114

△ 12 △ 14 △ 22 8

55,668 67.3 65,460 71.6 71,327 72.5 △ 5,866

※１ 4,555 4,450 4,499 △ 48

843 623 669 △ 45

（1）関係会社長期貸付金 12,000 12,000 12,000 -

（2）その他 9,590 8,937 9,876 △ 939

26,990 32.7 26,012 28.4 27,045 27.5 △ 1,032

82,658 100.0 91,472 100.0 98,372 100.0 △ 6,899

10,120 10,690 17,340 △ 6,650

2,386 2,733 2,826 △ 93

843 1,331 3,766 △ 2,434

2,903 3,016 5,712 △ 2,695

7,055 7,103 5,910 1,192

23,308 28.2 24,875 27.2 35,557 36.2 △ 10,681

6,533 7,518 6,939 578

※２ 350 280 355 △ 75

6,883 8.3 7,798 8.5 7,295 7.4 503

30,192 36.5 32,674 35.7 42,852 43.6 △ 10,178

(少数株主持分）

1,236 1.5 1,440 1.6 1,415 1.4 25

12,952 12,952 12,952 －

9,950 9,950 9,950 －

28,171 34,352 31,265 3,086

△ 757 △ 757 △ 757 －

917 862 700 162

△ 3 △0 △ 5 5

△ 1 △ 2 △ 2 △0

51,230 62.0 57,357 62.7 54,104 55.0 3,253

82,658 100.0 91,472 100.0 98,372 100.0 △ 6,899

４　賞与引当金

４　たな卸資産

前年度末
増減

固定資産合計

５　繰延税金資産

６　その他

前連結会計年度末
（平成17年３月31日現在）

金額(百万円) 金額(百万円)

資産合計

２　無形固定資産

３　投資その他の資産

流動資産合計

Ⅱ　固定資産

１　有形固定資産

７　貸倒引当金

前第３四半期末 当第３四半期末
（平成17年12月31日現在）

金額(百万円)

(負債の部)

（平成16年12月31日現在）

区分

(資産の部)

Ⅰ　流動資産

１　現金及び預金

２　預け金

３　受取手形及び売掛金

３　未払法人税等

Ⅰ　流動負債

１　支払手形及び買掛金

２　未払費用

１　退職給付引当金

２　その他

５　その他

流動負債合計

Ⅱ　固定負債

固定負債合計

負債合計

少数株主持分

(資本の部)

Ⅰ　資本金

Ⅱ　資本剰余金

Ⅲ　利益剰余金

Ⅳ　土地再評価差額金

負債、少数株主持分及び資本合計

Ⅴ　その他有価証券評価差額金

Ⅵ　為替換算調整勘定

Ⅶ　自己株式

資本合計

-５-



（２）第３四半期連結損益計算書（要約）

注記 百分比 百分比 百分比

番号 (％) (％) (％)

92,997 100.0 95,244 100.0 2,247 146,526 100.0

74,182 79.8 75,587 79.4 1,405 117,061 79.9

18,815 20.2 19,657 20.6 841 29,464 20.1

※1,2 12,716 13.7 12,995 13.6 279 17,754 12.2

6,099 6.5 6,661 7.0 562 11,710 7.9

178 0.2 261 0.3 83 251 0.2

44 0.0 34 0.0 △ 9 171 0.1

6,233 6.7 6,888 7.3 654 11,790 8.0

17 0.0 499 0.5 481 191 0.1

9 0.0 － 0.0 △ 9 184 0.1

6,240 6.7 7,387 7.8 1,146 11,797 8.0

2,668 2.9 3,084 3.2 415 4,954 3.3

少数株主利益 45 0.0 69 0.1 23 222 0.2

3,526 3.8 4,234 4.5 707 6,620 4.5

前連結会計年度
(自　平成16年４月１日

　至　平成17年３月31日)

金額(百万円)

前年同期
増減

金額
(百万円)

法人税等

四半期(当期)純利益

Ⅵ　特別利益

Ⅶ　特別損失

税金等調整前四半期(当期)純利益

Ⅲ　販売費及び一般管理費

営業利益

Ⅳ　営業外収益

Ⅴ　営業外費用

経常利益

Ⅰ　売上高

Ⅱ　売上原価

売上総利益

区分

当第３四半期
(自　平成17年４月１日

　至　平成17年12月31日)

金額(百万円) 金額(百万円)

前第３四半期
(自　平成16年４月１日

　至　平成16年12月31日)

-６-



（３）第３四半期連結キャッシュフロー計算書（要約）

前第３四半期 当第３四半期 前連結会計年度

(自　平成16年４月１日 (自　平成17年４月１日 (自　平成16年４月１日

　至　平成16年12月31日) 　至　平成17年12月31日) 　至　平成17年３月31日)

１　税金等調整前四半期(当期)純利益 6,240 7,387 1,146 11,797

２　減価償却費 981 965 △ 15 1,307

３　賞与引当金の増減額 △ 2,616 △ 2,695 △ 79 192

４　退職給付引当金の増減額 491 578 87 897

５　投資有価証券売却益 △0 △ 494 △ 494 △ 184

６　売上債権の増減額 19,275 16,461 △ 2,813 196

７　たな卸資産の増減額 △ 8,782 △ 8,945 △ 163 △ 466

８　仕入債務の増減額 △ 7,111 △ 6,650 461 108

９　その他 780 1,110 330 411

　　小計 9,258 7,717 △ 1,540 14,260

10　法人税等の支払額 △ 5,172 △ 6,112 △ 939 △ 5,173

11　利息及び配当金の受取額 43 1,371 1,328 100

　　営業活動によるキャッシュ・フロー 4,128 2,976 △ 1,151 9,187

１　有形・無形固定資産の取得による支出 △ 789 △ 900 △ 110 △ 965

２　関係会社への貸付けによる支出 △ 12,000 － 12,000 △ 12,000

３　投資有価証券の売却による収入 4 914 910 224

４　その他 248 △ 208 △ 457 107

　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 12,536 △ 195 12,341 △ 12,633

１　自己株式の取得による支出 △ 1 △0 1 △ 1

２　配当金の支払額 △ 927 △ 1,126 △ 198 △ 927

３　少数株主に対する配当金の支払額 △ 44 △ 46 △ 1 △ 44

　　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 973 △ 1,172 △ 199 △ 973

1 6 5 △0

△ 9,380 1,615 10,995 △ 4,420

27,518 23,098 △ 4,420 27,518

18,138 24,713 6,575 23,098

金額(百万円)
金額

(百万円)

前年同期
増減

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

区分 金額(百万円) 金額(百万円)

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高

Ⅶ　現金及び現金同等物の期末残高

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額

-７-
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第３四半期連結財務諸表作成のための基本となる事項 

 
１.連結の範囲に関する事項 
 （1）連結子会社の数  11 社 

 

 （2）主要な連結子会社の名称 

 北海道エヌエスソリューションズ(株) 

 東北エヌエスソリューションズ(株) 

 (株)エヌエスソリューションズ東京 

 (株)エヌエスソリューションズ関西 

 (株)エヌエスソリューションズ中部 

 (株)エヌエスソリューションズ西日本 

 (株)エヌエスソリューションズ大分 

 ＮＳＳＬＣサービス㈱ 

エヌシーアイ総合システム(株) 

 日鉄日立システムエンジニアリング(株)  

新日鉄軟件（上海）有限公司 

なお、平成 17 年４月１日をもちまして、㈱エヌエスソリューションズ東京の新設分割によって、

ＮＳＳＬＣサービス㈱を設立致しました。 

 

 （3）主要な非連結子会社の名称 

 NS Solutions USA Corp. 

 

(4) 議決権の過半数を自己の計算において所有しているにもかかわらず、子会社としなかった会社等は

ありません。 

 

２.持分法適用に関する事項 
 （1）持分法を適用した非連結子会社はありません。 

 

 （2）持分法を適用した関連会社数  ３社 

 持分法を適用した関連会社の名称 

     エヌエスアンドアイ・システムサービス（株） 

  (株)ソルネット 

  (株)北海道高度情報技術センター 

    持分法適用の関連会社でありましたエヌエスアンドアイ・システムサービス（株）は、平成 17 年 12

月 28 日付の保有株式の譲渡に伴い、当第３四半期末の持分法適用範囲からは除外いたしました。なお、

みなし譲渡日を当第３四半期末としているため、当第３四半期間は持分法投資損益を計上しております。 

 

 （3）持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社等の名称 

 非連結子会社 

  NS Solutions USA Corp. 

    上記非連結子会社については、四半期純損益及び利益剰余金の額のうち持分に見合う額が、当社

並びに連結子会社及び持分法適用関連会社の持分に見合う四半期純損益及び利益剰余金等の合計に

及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため持分法の適用から除外しております。 

 

（4）議決権の百分の二十以上、百分の五十以下を自己の計算において所有しているにもかかわらず関連

会社としなかった会社等はありません。 

 

３.連結子会社の四半期決算日等に関する事項 
連結子会社のうち、新日鉄軟件（上海）有限公司の第３四半期決算日は、９月 30 日であります。第３

四半期連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の第３四半期財務諸表を使用し、第３四半期連結決

算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。 
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４.会計処理基準に関する事項 
 （1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

  時価のあるもの 

   四半期決算日の市場価格等に基づく時価法によっております。（評価差額は全部資本直入法 

   により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。） 

  時価のないもの 

   移動平均法による原価法によっております。 

 

② たな卸資産 

仕掛品 

 個別法に基づく原価法によっております。 

その他 

 主として総平均法に基づく原価法によっております。 

 

 （2）重要な減価償却資産の減価償却方法 

① 有形固定資産 

主として定率法によっております。但し、平成 10 年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備

を除く）については定額法によっております。なお、貸与資産については貸与期間による定額法（残

存価額なし）によっております。 

 

② 無形固定資産 

定額法によっております。また、自社利用ソフトウェアについては、見込利用可能期間（概ね５年）

に基づく定額法によっております。 

 

 （3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

  売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

 

② 賞与引当金 

  従業員の賞与の支給に備えるため、次回賞与支給見込額のうち当四半期に帰属する金額を計上して

おります。 

 

③ 退職給付引当金 

  従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額に基づき当四半

期末に発生していると認められる額を計上しております。 

また、数理計算上の差異は、発生年度に費用処理しております。 

   

④ 役員退職慰労引当金 

  役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく当四半期末要支給額を計上しております。 

 

 （4）重要なリース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 

 （5）その他四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

① 消費税等の会計処理 

   消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 

 

５. 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

当第３四半期から固定資産の減損に係る会計基準（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見

書」（企業会計審議会 平成 14 年８月９日））及び「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」（企業会計

基準委員会平成 15 年 10 月 31 日 企業会計基準適用指針第６号）を適用しております。 

  これによる損益に与える影響はありません。 
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６.四半期連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 
四半期連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引出可能

な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以

内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 
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注記事項 
（第３四半期連結貸借対照表関係） 

前第３四半期末 
(平成16年12月31日現在) 

当第３四半期末 
(平成17年12月31日現在) 

前連結会計年度末 
(平成17年３月31日現在) 

※1 有形固定資産の減価償却累計額 

5,494百万円 

※1 有形固定資産の減価償却累計額 

5,971百万円 

※1 有形固定資産の減価償却累計額 

5,437百万円 

※2 偶発債務 

関連会社の金融機関からの借入金

に対し、保証予約を行なっておりま

す。 

 

㈱北海道高度情報 

技術センター 36百万円 
 

※2 偶発債務 

関連会社の金融機関からの借入金

に対し、保証予約を行なっておりま

す。 

 

㈱北海道高度情報 

技術センター ９百万円
 

※2 偶発債務 

関連会社の金融機関からの借入金

に対し、保証予約を行なっておりま

す。 

 

㈱北海道高度情報 

技術センター 29百万円 
 

 
（第３四半期連結損益計算書関係） 

前第３四半期 

(自 平成16年４月１日
至 平成16年12月31日) 

当第３四半期 

(自 平成17年４月１日
至 平成17年12月31日) 

前連結会計年度 

(自 平成16年４月１日
至 平成17年３月31日) 

※ 1 販売費及び一般管理費のうち主

要な費目及び金額は、次の通りであ

ります。 

給料諸手当 4,618百万円 

賞与引当金繰入額 562百万円 

退職給付費用 198百万円 

役員退職慰労 
引当金繰入額 

 
52百万円 

減価償却費 115百万円 

営業支援費 2,036百万円 
 

※ 1 販売費及び一般管理費のうち主

要な費目及び金額は、次の通りであ

ります。 

給料諸手当 4,949百万円

賞与引当金繰入額 604百万円

退職給付費用 268百万円

役員退職慰労 
引当金繰入額 53百万円

減価償却費 130百万円

営業支援費 2,171百万円
 

※ 1 販売費及び一般管理費のうち主

要な費目及び金額は、次の通りであ

ります。 

給料諸手当 6,053百万円

賞与引当金繰入額 1,175百万円

退職給付費用 367百万円

役員退職慰労 
引当金繰入額 73百万円

減価償却費 153百万円

営業支援費 2,649百万円
 

※2 販売費及び一般管理費及び当期製

造費用に含まれる研究開発費は 

686百万円であります。 

※2 一般管理費に含まれる研究開発費

は、831百万円であります。 

※2 一般管理費に含まれる研究開発費

は、1,177百万円であります。 
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（リース取引関係） 
前第３四半期 

(自 平成16年４月１日
至 平成16年12月31日) 

当第３四半期 

(自 平成17年４月１日
至 平成17年12月31日) 

前連結会計年度 

(自 平成16年４月１日
至 平成17年３月31日) 

(借主側) 

1. リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引 

(1) リース物件の取得価額相当額、減価

償却累計額相当額及び四半期末残高

相当額 

 

取得価額 

相当額 

（百万円） 

 

減価償却 

累計相当額 

（百万円） 

 

四半期末 

残高相当額 

（百万円） 

機械装置 

及び運搬具 
98 70 27 

工具器具 

備品 
3,292 2,473 819 

ソフト 

ウェア 
953 704 248 

合計 4,344 3,249 1,095 
 

(借主側) 

2. リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引 

(1) リース物件の取得価額相当額、減価

償却累計額相当額及び四半期末残高

相当額 

 

取得価額

相当額 

（百万円）

減価償却

累計相当額

（百万円）

四半期末

残高相当額

（百万円）

機械装置

及び運搬具
25 16 9

工具器具

備品 
1,888 1,351 537

ソフト

ウェア
555 428 127

合計 2,470 1,796 674
 

(借主側) 

1. リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引 

(1) リース物件の取得価額相当額、減価

償却累計額相当額及び期末残高相

当額 

 

取得価額 

相当額 

（百万円） 

 

減価償却

累計相当額

（百万円）

期末 

残高相当額

（百万円）

機械装置 

及び運搬具 
97  74 22

工具器具 

備品 
3,092  2,387 705

ソフト 

ウェア 
777  568 208

合計 3,967  3,031 936
 

 (2) 未経過リース料四半期末残高相当額 

1年内 524百万円

1年超 628百万円

合計 1,153百万円
 

 (2) 未経過リース料四半期末残高相当額

1年内 247百万円

1年超 462百万円

合計 709百万円
 

 (2) 未経過リース料期末残高相当額 

１年内 436百万円

１年超 550百万円

合計 986百万円
 

 (3) 支払リース料、減価償却費相当額及

び支払利息相当額 

支払リース料 600百万円

減価償却費相当額 558百万円

支払利息相当額 22百万円
 

 (3) 支払リース料、減価償却費相当額及

び支払利息相当額 

支払リース料 368百万円

減価償却費相当額 341百万円

支払利息相当額 14百万円
 

 (3) 支払リース料、減価償却費相当額及

び支払利息相当額 

支払リース料 806百万円

減価償却費相当額     747百万円

支払利息相当額 33百万円
 

(4) 減価償却費相当額の算定方法 

  リース期間を耐用年数とし、残存簿

価を零とする定額法によっておりま

す。 

(4) 減価償却費相当額の算定方法 

同  左 

(4) 減価償却費相当額の算定方法 

同  左 

(5) 利息相当額の算定方法 

   リース料総額とリース物件の取得

価額相当額の差額を利息相当額とし、

各期への配分法については、利息法に

よっております。 

(5) 利息相当額の算定方法 

同  左 

(5) 利息相当額の算定方法 

同  左 

2. オペレーティング・リース取引 

 未経過リース料 

1年内 2百万円 

1年超 2百万円 

合計 4百万円 
 

3. オペレーティング・リース取引 

 未経過リース料 

1年内 1百万円

1年超 1百万円

合計 2百万円
 

2. オペレーティング・リース取引 

 未経過リース料 

1年内 2百万円

1年超 2百万円

合計 4百万円
 

 
 



  

－13－ 

５.受注及び販売の状況 

 

(１) 受注実績 

事業の種類別セグメントを記載していないため、サービス分野別の当第３四半期（平成17年４月１日～平

成17年12月31日）の受注実績を示すと、次のとおりであります。 

（単位：百万円） 

サービス分野の名称 受注高 前年同期比 受注残高 前年同期比 

業務ソリューション事業 60,195 4.1％ 23,206 11.8％ 

基盤ソリューション事業 17,285 △11.6％ 4,545 2.2％ 

ビジネスサービス事業 28,218 △0.8％ 18,218 107.2％ 

合計 105,699 △0.1％ 45,970 35.2％ 

(注)  １ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 ２ ビジネスサービス事業の受注高及び受注残高には、平成17年３月末に、新日本製鐵㈱向けサービ

スの受注高の把握方法を売上高計上時点での把握から、契約締結時点での把握に変更したことに

よる影響額を含んでおります。影響額としては、当第３四半期受注高において△2,274百万円、

当第３四半期末受注残高においては6,399百万円含まれております。 

 

 

(２) 販売実績 

事業の種類別セグメントを記載していないため、サービス分野別の当第３四半期の販売実績を示すと、

次のとおりであります。 

                      （単位：百万円） 

サービス分野の名称 金 額 前年同期比 

業務ソリューション事業 50,202 4.9％ 

基盤ソリューション事業 17,259  △3.6％ 

ビジネスサービス事業 27,782 2.1％ 

合計 95,244 2.4％ 

(注)１ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２  当第３四半期と前第３四半期の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は、次のとおりであります。 

 

（単位：百万円） 

前第３四半期 
(自 平成16年４月１日 
至 平成16年12月31日) 

当第３四半期 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年12月31日) 相手先 

販売高 割合(％) 販売高 割合(％) 

新日本製鐵㈱ 15,287 16.4％ 15,581 16.4％
 


